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平成平成2020（（20082008）年度）年度

交換留学（派遣）募集説明会交換留学（派遣）募集説明会

２００７年２００７年11２月５日２月５日

国際交流センター国際交流センター
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交換留学とは・・・交換留学とは・・・
（要項Ｐ（要項Ｐ..１）１）

札幌大学の姉妹校であるネブラスカ州立大学札幌大学の姉妹校であるネブラスカ州立大学
カーニィ校への留学カーニィ校への留学

全学部全学科の学生が対象全学部全学科の学生が対象

各学部の協定校への留学は、別の選考試験を各学部の協定校への留学は、別の選考試験を
受けて派遣される受けて派遣される

＊協定校のネブラスカ州立大学リンカーン校への＊協定校のネブラスカ州立大学リンカーン校への
派遣は行わない派遣は行わない
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ネブラスカ州立大学カーニィ校ネブラスカ州立大学カーニィ校(UNK)(UNK)
University of Nebraska at KearneyUniversity of Nebraska at Kearney

　　　　（要項Ｐ（要項Ｐ..２）２）

 所在地：アメリカ合衆国ネブラスカ州カーニィ市所在地：アメリカ合衆国ネブラスカ州カーニィ市

 学生数：約学生数：約6,3006,300人　人　4242州・州・5454カ国からカ国から
※※留学生数：全体で約留学生数：全体で約400400人中日本人学生人中日本人学生271271人人
・本学との協定の締結は１９８３年・本学との協定の締結は１９８３年
・・20072007年現在　派遣数：年現在　派遣数：131131人　受入数：人　受入数：4545人人

ホームページ：ホームページ：http://www.unk.edu/http://www.unk.edu/
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出願資格・派遣人数出願資格・派遣人数
（要項Ｐ（要項Ｐ..３）３）

 出願資格出願資格
・全学部全学科・全学部全学科
・最低修得単位数・最低修得単位数
・留学に必要な個人負担分の費用相当の経済力・留学に必要な個人負担分の費用相当の経済力
・出願時の・出願時のTOEFLTOEFLスコアスコア

 派遣人数派遣人数
・フルスカラーシップ　・フルスカラーシップ　22人人
・トイションスカラーシップ　２人・トイションスカラーシップ　２人



55

派遣の種類派遣の種類
（要項Ｐ（要項Ｐ..４）４）

 フル・スカラーシップ（全学支給）フル・スカラーシップ（全学支給）

・ＵＮＫ・ＵＮＫ20082008年秋セメスター・ＵＮＫ年秋セメスター・ＵＮＫ20092009年春セメスター学費免除年春セメスター学費免除
・ＵＮＫ入学手続費用免除・ＵＮＫ入学手続費用免除
・寮費（食事券付き）免除・寮費（食事券付き）免除
＊＊20052005年度以前に入学した学生には渡航費補助年度以前に入学した学生には渡航費補助3030万円支給万円支給
＊本学＊本学20082008年度秋学期・２００年度秋学期・２００99年度春学期学費相当額奨学金支給年度春学期学費相当額奨学金支給

　　　　（　　　　（20052005年度以前入学生）年度以前入学生）

　　＊年間　　＊年間7070万円奨学金支給（万円奨学金支給（20062006年度入学生）年度入学生）

　　＊年間　　＊年間6060万円奨学金支給（万円奨学金支給（20072007年度入学生）年度入学生）

　　＊年間　　＊年間5050万円奨学金支給（万円奨学金支給（20082008年度入学生）年度入学生）
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派遣の種類派遣の種類
（要項Ｐ（要項Ｐ..４）４）

 トイション・スカラーシップ（学費支給）トイション・スカラーシップ（学費支給）

　　 　　 ・ＵＮＫ・ＵＮＫ20082008年秋セメスター・ＵＮＫ年秋セメスター・ＵＮＫ20092009年春セメスター学費免除年春セメスター学費免除
＊本学＊本学20082008年度秋学期・２００年度秋学期・２００99年度春学期学費相当額奨学金支給年度春学期学費相当額奨学金支給

　　　　（　　　　（20052005年度以前入学生）年度以前入学生）

　　＊年間　　＊年間7070万円奨学金支給（万円奨学金支給（20062006年度入学生）年度入学生）

　　＊年間　　＊年間6060万円奨学金支給（万円奨学金支給（20072007年度入学生）年度入学生）
＊年間＊年間5050万円奨学金支給（万円奨学金支給（20082008年度入学生）年度入学生）
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留学の期間留学の期間
（要項Ｐ（要項Ｐ..５）５）

 学籍上の留学期間（延長不可）：学籍上の留学期間（延長不可）：
20082008年年1010月～２００月～２００99年年99月月

 実際の留学期間実際の留学期間
・ＵＮＫの秋セメスターは・ＵＮＫの秋セメスターは88月第月第44週から開始週から開始
　→８月第　→８月第33週までに到着するよう出発週までに到着するよう出発
・ＵＮＫの春セメスターは・ＵＮＫの春セメスターは55月の第月の第22週で終了週で終了
　→帰国はこの直後から可能　→帰国はこの直後から可能
＊サマーセッションの履修を希望する場合は費用は全て＊サマーセッションの履修を希望する場合は費用は全て
自己負担自己負担

 本学への通学は２００９年度秋学期から本学への通学は２００９年度秋学期から
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出願書類出願書類
（要項Ｐ（要項Ｐ..５）５）

 受験申込書（所定用紙）受験申込書（所定用紙）

 留学計画書（所定用紙）留学計画書（所定用紙）

 TOEFLTOEFLのスコア（コピー不可）のスコア（コピー不可）
＊＊20062006年年11月以降のもの月以降のもの

 成績証明書成績証明書11通（履修中の科目が入っていること）通（履修中の科目が入っていること）

＊学生支援オフィス証明書カウンターに申し込み＊学生支援オフィス証明書カウンターに申し込み
（自動発行機では発行していない）（自動発行機では発行していない）
★出願書類は鉛筆・シャープペンシル不可★出願書類は鉛筆・シャープペンシル不可
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選考日程と担当窓口選考日程と担当窓口
（要項Ｐ（要項Ｐ..６）６）

出願期日と担当窓口出願期日と担当窓口
　提出期限：　２００　提出期限：　２００88年年22月８日午後４：３０月８日午後４：３０
　提出先： 　提出先：           国際交流センター国際交流センター

　提出方法：　持参または郵送（期日必着）　提出方法：　持参または郵送（期日必着）

受験票の発送受験票の発送
　発送日　：２００８年２月１４日　発送日　：２００８年２月１４日

選考試験日選考試験日
　２００８年２月２１日　国際交流センター集合　２００８年２月２１日　国際交流センター集合
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選考の方法選考の方法
（要項Ｐ（要項Ｐ..６）６）

書類審査（書類審査（TOEFLTOEFL、修得単位数と学業成績）、修得単位数と学業成績）

面接（日本語）面接（日本語）

面接（英語）面接（英語）

点数の算出方法点数の算出方法
　　TOEFL30TOEFL30％％++学業成績学業成績3030％％++日本語面接日本語面接2020％％
　　++英語面接英語面接2020％＝％＝100100％％
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派遣決定から決定後派遣決定から決定後
（要項Ｐ（要項Ｐ..７）７）

結果通知結果通知
  学業成績が確定する学業成績が確定する33月中旬を予定月中旬を予定

派遣決定とその取り消し及び辞退について派遣決定とその取り消し及び辞退について

派遣オリエンテーション　派遣オリエンテーション　((要項Ｐ要項Ｐ..９参照９参照))
 UNKUNK受入れ学生のサポート受入れ学生のサポート

帰国後の活動について帰国後の活動について
　　派遣学生との懇談会・留学報告会への出席派遣学生との懇談会・留学報告会への出席
      報告書の提出等報告書の提出等
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留学中の単位及び履修科目の留学中の単位及び履修科目の
取扱について取扱について

（要項Ｐ（要項Ｐ..７）７）

 本学で２００８年度春学期に履修していた通年科目本学で２００８年度春学期に履修していた通年科目
・・『『継続履修願継続履修願』』を提出。帰国後、２００９年度秋学期から継続して履修を提出。帰国後、２００９年度秋学期から継続して履修
できるできる
＊＊セメスター制度導入を検討している学部もあるので セメスター制度導入を検討している学部もあるので 必ず学生支援必ず学生支援
オフィス・教務委員に相談することオフィス・教務委員に相談すること

 帰国後の２００９年度秋学期のみ開設の科目の履修登録帰国後の２００９年度秋学期のみ開設の科目の履修登録
・２００９年・２００９年99月の履修登録期間に登録可能月の履修登録期間に登録可能

 留学中ＵＮＫで履修した科目留学中ＵＮＫで履修した科目
・帰国後、学生支援オフィスに・帰国後、学生支援オフィスに『『単位換算願単位換算願』『』『成績証明書成績証明書』『』『履修科目の履修科目の
時間数及び単位数を証明する書類時間数及び単位数を証明する書類』』を提出し、当該学部教授会で了承さを提出し、当該学部教授会で了承さ
れた科目は単位換算が認められるれた科目は単位換算が認められる
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危機管理について危機管理について
（要項Ｐ（要項Ｐ..８）８）

到着後の連絡到着後の連絡

非常事態に備えて、連絡先を明らかにしてお非常事態に備えて、連絡先を明らかにしてお
くこと→通常の連絡先（寮等）を離れる場合はくこと→通常の連絡先（寮等）を離れる場合は
事前に本学へ連絡を事前に本学へ連絡を
★要項Ｐ★要項Ｐ..９「交換留学プログラム９「交換留学プログラム11年間の流れ」の年間の流れ」のe-maile-mail報告を参照報告を参照

到着後は、在米日本大使館へ在留届の提出到着後は、在米日本大使館へ在留届の提出
を　を　※※オンラインでも提出可オンラインでも提出可
　　http://www.us.emb-japan.go.jp/j/html/file/zairyu_todoke.htmhttp://www.us.emb-japan.go.jp/j/html/file/zairyu_todoke.htm
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留学の費用留学の費用
（要項Ｐ（要項Ｐ.10.10））

 必要経費必要経費
過去のデータから見積りはできるが、詳細は自分の生活状況から試算過去のデータから見積りはできるが、詳細は自分の生活状況から試算

 出発前に必要な費用出発前に必要な費用
  ・パスポート取得手数料・パスポート取得手数料
  ・査証申請料・査証申請料
　　ビザサービス（米国大使館ホームページ内）を参照　　ビザサービス（米国大使館ホームページ内）を参照

　　　　　　　　　　http://japan.usembassy.gov/j/tvisaj-main.htmlhttp://japan.usembassy.gov/j/tvisaj-main.html
　　＊面接費用　　＊面接費用+SEVIS+SEVIS費用費用
  ・航空券代・航空券代
  ・旅行保険料・旅行保険料
  （会社は任意。最低加入しなければならない保険の種類はＵＮＫから指（会社は任意。最低加入しなければならない保険の種類はＵＮＫから指
定される）定される）
  ・はしか抗体検査費用・はしか抗体検査費用
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留学の費用留学の費用
（要項Ｐ（要項Ｐ..１０）１０）

 留学中に必要な費用留学中に必要な費用
    ・留学先に到着してから支払う諸手続費用・留学先に到着してから支払う諸手続費用

  ＵＮＫホームページ ＵＮＫホームページ ((http://www.unk.edu/http://www.unk.edu/) ) を参照を参照

  ・教科書代・市内交通費・電話代等・教科書代・市内交通費・電話代等

 夏休み・冬休み中の費用夏休み・冬休み中の費用
    ・個人旅行費用・食事費用（カフェテリアが休みの場合は自炊等）、・個人旅行費用・食事費用（カフェテリアが休みの場合は自炊等）、
        電話代、サマーセッション学費等電話代、サマーセッション学費等

 帰国準備の費用帰国準備の費用
      ・荷物運送費用・航空券代・帰国途中の旅行代等・荷物運送費用・航空券代・帰国途中の旅行代等
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英文の銀行残高証明書英文の銀行残高証明書
（要項Ｐ（要項Ｐ..１１）１１）

 UNK UNK の入学手続で使用（の入学手続で使用（Application Form Application Form に添付）に添付）

  ・ ・ 44月中旬に必要月中旬に必要

 DS-2019DS-2019に添付して査証の申請に使用に添付して査証の申請に使用

  ・査証申請時に、経費支弁能力を証明するものとして必要する・査証申請時に、経費支弁能力を証明するものとして必要する
  ・ ・ 66月に必要月に必要

★★22枚の残高証明書を提出する時期は違いますが、枚の残高証明書を提出する時期は違いますが、11度に度に22枚用意して枚用意して
おきましょうおきましょう
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ＵＮＫの寮についてＵＮＫの寮について
（要項Ｐ（要項Ｐ..１１33））

 Residence HallResidence Hall
http://www.unk.edu/offices/reslife/http://www.unk.edu/offices/reslife/

 Semester Room RatesSemester Room Rates
    ・・22人部屋が基本人部屋が基本
      ・ルームメートの指定は可能だが、「知人はいないがアメリカ人がいい」は・ルームメートの指定は可能だが、「知人はいないがアメリカ人がいい」は××
      ・・11人部屋希望の場合は、１セメスター＄人部屋希望の場合は、１セメスター＄400400の追加料金が必要の追加料金が必要

 Break HousingBreak Housing
    ・・Thanksgiving, Winter /Spring BreaksThanksgiving, Winter /Spring Breaks期間中は期間中はBreak Hall Break Hall 以外の寮は閉鎖以外の寮は閉鎖
    ・・BreakBreak期間も滞在したい場合は、期間も滞在したい場合は、Break HallBreak Hall　に滞在　に滞在
      ＊＊exchange studentexchange student　は　はBreak HallBreak Hallに入寮することになっているので、に入寮することになっているので、BreakBreak期間中も寮期間中も寮
に滞在できるに滞在できる

 Meal PlanMeal Plan
・食事の回数を週に何回にするかという選択によって価格が異なる・食事の回数を週に何回にするかという選択によって価格が異なる
http://www.unk.edu/offices/reslife/index.php?id=1935http://www.unk.edu/offices/reslife/index.php?id=1935
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UNKUNKの授業に関する資料の授業に関する資料
（要項Ｐ（要項Ｐ..１１33））

 Undergraduate Catalog 2004-2006Undergraduate Catalog 2004-2006
    ・国際交流センター内で閲覧可能・国際交流センター内で閲覧可能

 Undergraduate Catalog 2007-2008Undergraduate Catalog 2007-2008
    ・・UNKUNKホームページ上でも見ることができるホームページ上でも見ることができる

　　  http://aaunk.unk.edu/catalogs/current/default.asphttp://aaunk.unk.edu/catalogs/current/default.asp

留学報告書留学報告書
    ・今までの派遣留学生が履修していた授業に・今までの派遣留学生が履修していた授業に

        ついての情報を得ることができるついての情報を得ることができる
    ・国際交流センター内で閲覧可能・国際交流センター内で閲覧可能
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その他参考ホームページ・書籍その他参考ホームページ・書籍

 パスポートの申請（北海道）パスポートの申請（北海道）
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ts/tsk/passport/passport_0http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ts/tsk/passport/passport_0
.htm.htm

 米国留学について（日米教育委員会米国留学について（日米教育委員会JUSECJUSEC））
http://www.fulbright.jp/j4/menu.htmlhttp://www.fulbright.jp/j4/menu.html

 査証申請（米国大使館）査証申請（米国大使館）
http://japan.usembassy.gov/tj-main.htmlhttp://japan.usembassy.gov/tj-main.html

 海外安全情報（外務省）海外安全情報（外務省）
http://www.pubanzen.mofa.go.jp/http://www.pubanzen.mofa.go.jp/

 「アメリカ留学公式ガイドブック２００「アメリカ留学公式ガイドブック２００88」」
        日米教育委員会編　アルク出版日米教育委員会編　アルク出版
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留学中の先輩からの留学中の先輩からの
最新情報＆アドバイス最新情報＆アドバイス

ルームメートとの関係ルームメートとの関係

食事について食事について

寮生活について寮生活について

 UNKUNK（日本人留学生・アメリカ人学生等）の学（日本人留学生・アメリカ人学生等）の学

生との関係生との関係

留学を考えている方へのアドバイス留学を考えている方へのアドバイス


